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石
井
鶴
三
と
石
原
純
『
靉
日
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
─
新
出
石
井
鶴
三
宛
石
原
純
書
簡
か
ら

松　

本　

和　

也　
（
神
奈
川
大
学
外
国
語
学
部
）

　
　
　
一
、
は
じ
め
に

　

石
井
鶴
三
（
一
八
八
七
～
一
九
七
三
、
洋
画
家
・
彫
刻
家
・
挿
絵
画
家
）
と

文
学
者
の
関
係
と
い
う
問
題
領
域
に
関
し
て
、
第
一
に
あ
が
る
も
の
と
し
て
、

挿
絵
画
家
と
し
て
の
鶴
三
が
、新
聞
連
載
小
説
な
ど
に
挿
絵
を
提
供
す
る
か
た

ち
で
の
協コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ヨ
ン

働
作
品
が
あ（

１
）る

。
他
に
、
鶴
三
は
雑
誌
へ
の
カ
ッ
ト
や
挿
画
の
寄

稿
、
書
物
の
装
幀
等
も
手
が
け（

２
）た

。

　

本
稿
で
注
目
す
る
の
も
、
石
井
鶴
三
と
文
学
者
の
関
係
で
は
あ
る
が
、
相
手

は
小
説
家
で
は
な
く
、
歌
人
、
そ
し
て
提
供
し
た
の
は
挿
画
で
あ
る
。
具
体
的

に
い
う
な
ら
ば
、
石
井
鶴
三
に
よ
る
挿
画
が
二
葉
収
め
ら
れ
て
い
る
、
石
原
純

の
第
一
歌
集
『
靉
日
』（
ア
ル
ス
、
一
九
二
二
）
を
検
討
対
象
と
し
た
い
。
そ

の
上
で
本
稿
で
は
、信
州
大
学
所
蔵
「
石
井
鶴
三
関
連
資
料
」
か
ら
新
資
料
と

し
て
発
見
さ
れ
た
、右
の
書
物
に
関
わ
る
石
井
鶴
三
宛
石
原
純
書
簡
二
通
を
紹

介
し
な
が
ら
、
関
連
情
報
を
補
い
つ
つ
、
石
井
鶴
三
と
石
原
純
の
関
係
に
つ
い

て
、
少
し
く
考
察
を
め
ぐ
ら
せ
て
み
た
い
。

　

そ
れ
に
先
立
ち
、
差
出
人
・
石
原
純
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

石
原
純
　
い
し
は
ら
・
じ
ゅ
ん

理
論
物
理
学
者　

歌
人　

明
治
一
四
年
一
月
一
五
日　

昭
和
二
二

年
一
月
一
九
日　
　

東
京
府
本
郷
区
（
現
・
東
京
都
文
京
区
）
本
名
＝
石

原
純
（
い
し
は
ら
・
あ
つ
し
）　

歌
名
＝
石
原
阿
都
志
（
い
し
は
ら
・
あ

つ
し
）　

東
京
帝
大
理
科
大
学
理
論
物
理
学
科
（
明
治
三
九
年
）
卒　

理
学
博
士
（
大
正
五
年
）　

帝
国
学
士
院
恩
賜
賞
（
大
正
八
年
）「
相

対
性
理
論
、
万
有
引
力
論
及
び
量
子
論
の
研
究
」　

大
学
時
代
は
理
論

物
理
学
を
専
攻
。
明
治
三
六
年｢

馬
酔
木｣

創
刊
を
機
に
伊
藤
左
千
夫
を

訪
ね
、後
に
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
参
加
。
四
四
年
東
北
帝
国
大
学
助
教
授
に

就
任
。
四
五
年
～
大
正
三
年
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
を
し
、な
か
で
も
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
大
き
な
刺
激
を
受
け
る
。大
正
三
年
帰
国
後
東
北
帝

大
教
授
と
な
る
。現
代
物
理
学
の
理
論
的
基
礎
や
方
法
の
啓
蒙
的
解
説
も

精
力
的
に
行
う
。
一
〇
年
歌
人･

原
阿
佐
緒
と
の
恋
愛
事
件
に
よ
り
教
授

を
辞
任
。
以
後
、
著
作
、
啓
蒙
活
動
に
専
念
。
昭
和
七
年
岩
波
「
科
学
」

創
刊
と
と
も
に
編
集
主
任
と
な
る
。
大
正
一
一
年
歌
集
「
靉
日
」（
あ
い

じ
つ
）
を
刊
行
、
都
会
感
覚
と
科
学
者
と
し
て
の
詩
情
で
注
目
さ
れ
た
。

昭
和
二
年
「
渦
状
星
雲
」
を
創
刊
し
た
の
を
は
じ
め
、九
年
「
立
像
」
を

創
刊
、「
立
像
」
は
後
に
「
新
短
歌
」
と
改
組
さ
れ
た
。
歌
論
で
も
「
新

短
歌
概
論
」
な
ど
を
執
筆
、
科
学
者
と
し
て
も
「
自
然
科
学
概
論
」「
現

代
物
理
学
」「
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
と
相
対
性
原
理
」「
相
対
性
原
理
」
な
ど

の
著
書
が
あ
り
、「
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
全
集
」（
全
四
巻
）
も
ま
と
め（

３
）た

。

　

つ
ま
り
、
石
原
純
と
は
、
科
学
者
で
あ
る
と
同
時
に
歌
人
で
も
あ
り
、
こ
と



18

一
九
二
二
年
前
後
は
重
要
な
出
来
事
が
重
な
っ
て
も
い
た
─
─《
石
原
純
個
人

の
年
譜
を
見
て
も
、『
靉
日
』
刊
行
前
後
は
、
原
阿
佐
緒
と
の
恋
愛
事
件
と
そ

れ
に
伴
う
大
学
退
職
、
ア
ラ
ラ
ギ
脱
会
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
来
日
講
演
に

通
訳
と
し
て
随
行
す
る
な
ど
、
人
生
の
大
転
換
期
に
当
た
っ
て
い（

４
）る

》
の
だ
。

こ
う
し
た
時
期
─
─
一
九
二
二
年
五
月
一
〇
日
に
、《『
ア
ラ
ラ
ギ
』
時
代
の

歌
》、
こ
と
に
《
仙
台
（
東
北
帝
国
大
学
）
に
行
っ
て
か
ら
の
作
品
ば
か（

５
）り

》

を
収
め
た
『
靉
日
』
は
刊
行
さ
れ
た
。

　

な
お
、
石
井
鶴
三
と
石
原
純
（
の
関
係
）
に
つ
い
て
、
こ
の
後
紹
介
す
る
書

簡
以
前
に
、
直
接
的
な
交
流
は
、
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　
　
　
二
、
新
出
書
簡
二
通

　

石
原
純
と
石
井
鶴
三
の
関
係
が
、
具
体
的
な
形
で
世
に
示
さ
れ
る
の
は
、
石

原
純
が
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
第
一
四
編
と
し
て
刊
行
し
た
、第
一
歌
集
『
靉
日
』（
ア

ル
ス
、
一
九
二
二
）
に
、
鶴
三
が
挿
画
を
寄
せ
た
こ
と
に
よ
る
。

　
『
靉
日
』
公
刊
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
同
書
の
「
序
」
に
お
い
て
、
石
原
純

が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

歌
集
を
出
版
す
る
こ
と
に
就
て
私
は
こ
れ
ま
で
い
ろ
〳
〵
の
人
た
ち

か
ら
の
お
奨
め
を
受
け
た
こ
と
も
随
分
あ
り
ま
し
た
。齋
藤
茂
吉
君
な
ど

は
特
に
消
息
の
つ
い
で
に
屢
々
そ
れ
を
言
う
て
く
れ
ら
れ
ま
し
た
。
け

れ
ど
も
私
が
い
つ
も
忙
し
く
て
こ
れ
ま
で
の
歌
を
ま
と
め
る
だ
け
の
暇

が
な
か
つ
た
こ
と
や
、又
自
分
の
作
に
不
満
足
な
も
の
を
か
な
り
感
じ
て

ゐ
た
こ
と
や
、従
つ
て
そ
れ
ほ
ど
の
価
値
も
な
い
歌
集
を
む
り
に
世
に
出

し
た
と
こ
ろ
で
意
味
の
な
い
こ
と
で
あ
る
と
い
ふ
感
じ
や
、そ
れ
ら
の
事

情
が
私
を
し
て
自
分
の
歌
集
を
出
さ
う
と
決
心
す
る
こ
と
に
多
く
の
躊

躇
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。
併
し
か
な
り
の
年
数
も
経
ち
、雑
誌
に
発
表
し

た
歌
の
数
も
大
分
た
ま
つ
て
見
ま
す
と
、世
の
な
か
の
人
た
ち
へ
の
気
づ

か
ひ
は
措
い
て
自
分
だ
け
の
こ
と
を
真
実
に
思
ひ
め
ぐ
ら
し
た
上
で
は
、

従
来
の
作
の
う
ち
か
ら
自
分
の
現
在
の
心
も
ち
に
て
ら
し
合
せ
て
多
少

な
り
と
も
満
足
に
近
い
も
の
を
採
り
出
し
て
お
い
て
見
た
く
も
あ
り
、ま

た
散
ら
ば
つ
て
ゐ
る
も
の
を
一
つ
に
纏
め
て
自
分
の
そ
の
時
々
の
姿
を

省
り
み
、そ
れ
を
親
し
い
人
た
ち
に
も
見
て
頂
い
て
そ
の
感
想
を
も
聞
き

自
分
の
省
察
の
一
助
に
し
た
く
も
あ
り
、そ
し
て
そ
の
な
か
に
幾
分
の
価

値
が
見
出
さ
れ
る
な
ら
ば
望
外
の
幸
で
あ
る
と
も
思
ふ
や
う
に
な
り
ま

し
た
。斯
う
云
ふ
折
か
ら
丁
度
昨
年
の
晩
秋
に
こ
の
土
地
へ
来
て
静
か
な

し
め
や
か
な
生
活
に
入
つ
た
と
き
、「
ア
ル
ス
」
の
鎌
田
敬
止
君
が
訪
ね

て
来
ら
れ
て
出
版
の
こ
と
を
頻
り
に
相
談
せ
ら
れ
た
も
の
で
し
た
か
ら
、

私
も
と
う
〳
〵
そ
の
気
に
惹
か
れ
て
そ
れ
を
承
諾
す
る
や
う
に
な
つ
た

の
で
し（

６
）た

。

　

こ
う
し
て
、
一
書
に
ま
と
め
る
こ
と
を
決
め
た
石
原
純
は
、
そ
こ
に
、
自
作

の
集
積
‐
出
版
に
と
ど
ま
ら
な
い
意
義
を
託
そ
う
と
し
て
も
い
た
。
引
き
続

き
、「
序
」
を
読
み
進
め
て
み
よ
う
。

　

私
は
自
分
の
こ
の
歌
集
の
な
か
に
ひ
ろ
く
示
す
に
値
し
な
い
た
く
さ

ん
の
欠
陥
を
含
ん
で
ゐ
る
こ
と
を
深
く
虞
れ
ま
す
。そ
れ
に
も
拘
ら
ず
こ

れ
を
手
に
し
て
頂
く
人
々
に
対
し
て
、
そ
の
芸
術
愛
好
の
こ
ゝ
ろ
を
保

た
せ
た
い
希
ひ
か
ら
、私
た
ち
の
尊
敬
す
る
方
々
に
そ
の
お
力
ぞ
へ
を
仰

ぎ
ま
し
た
。
こ
の
意
味
で
挿
画
を
お
願
ひ
し
ま
し
た
平
福
百
穂
、森
田
恒

友
、
山
本
鼎
、
石
井
鶴
三
、
小
杉
未
醒
の
諸
氏
に
対
し
て
、
そ
の
執
筆
の

御
厚
情
を
深
く
感
謝
し
ま
す
。ま
た
同
じ
意
味
で
こ
の
集
の
装
釘
を
親
し
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く
し
て
下
さ
つ
た
津
田
青
楓
氏
に
対
し
て
も
衷
心
か
ら
の
感
謝
を
捧
げ

た
い
と
思
ひ
ま
す
。そ
れ
ら
の
お
蔭
で
私
の
つ
た
な
い
歌
が
ど
ん
な
に
美

し
く
装
は
れ
た
か
わ
か
り
ま
せ（

７
）ん

。

　

つ
ま
り
、
挿
画
・
装
釘
に
意
を
尽
く
し
た
書
物
と
す
る
こ
と
で
、
そ
の
出
版

の
意
義
を
高
め
た
い
、
と
い
う
の
が
石
原
純
の
企
図
だ
っ
た
の
だ
。
実
際
、
刊

行
さ
れ
た
『
靉
日
』
の
広
告
に
も
、
そ
の
こ
と
は
反
映
さ
れ
て
い
く
。

　
『
読
売
新
聞
』（
一
九
二
二
・
六
・
四
、一
面
）
に
掲
載
さ
れ
た
『
靉
日
』
の
広

告
で
は
、「
理
学
博
士　

石
原
純
氏
著
／
歌
集　

靉
日
」
と
い
う
情
報
に
添
え

て
、「
装
幀　

津
田
青
楓
氏　

純
情
敬
虔
の
一
大
歌
集
」
と
謳
わ
れ
、
挿
画
を

書
い
た
「
平
福
百
穂
氏
、
小
杉
未
醒
氏
、
森
田
恒
友
氏
、
石
井
鶴
三
氏
、
山
本

鼎
氏
」
の
名
も
記
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、次
の
よ
う
な
書
物
紹
介
文
が
添
え
ら

れ
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

学
界
の
世
界
的
権
威
た
る
石
原
博
士
は
一
面
に
於
て
純
情
敬
虔
な
歌
人

で
あ
る
。本
書
は
氏
の
全
作
中
よ
り
八
百
余
首
を
採
録
せ
る
も
の
で
人
生

あ
り
の
ま
ゝ
の
直
観
的
体
験
、常
住
生
活
の
姿
が
お
の
づ
か
ら
自
由
に
豊

富
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
。
温
情
の
こ
も
つ
た
、云
ひ
知
れ
ぬ
懐
し
さ
を
も

つ
た
著
者
の
人
と
し
て
の
深
い
根
柢
か
ら
生
れ
た
こ
れ
ら
の
歌
は
読
者

に
深
い
感
銘
を
与
へ
ず
に
は
お
か
ぬ

　

本
稿
で
紹
介
し
た
い
の
は
、こ
の
際
に
石
井
鶴
三
が
描
い
た
二
枚
の
挿
画
に

つ
い
て
の
、
依
頼
と
お
礼
の
書
簡
で
あ
る
。

　

一
通
め
は
、
文
字
通
り
鶴
三
宛
、
挿
画
依
頼
状
で
あ
る
。
版
元
の
ア
ル
ス
関

係
者
経
由
で
か
、
す
で
に
鶴
三
が
挿
画
執
筆
を
承
引
し
た
後
の
、
そ
の
こ
と
に

対
す
る
挨
拶
を
兼
ね
た
お
礼
状
と
思
わ
れ
る
（
画
像
１
参
照
）。

１
、
石
井
鶴
三
宛
石
原
純
書
簡
（
仮
番
号
［
書
３
─
３
０
］）

拝
啓

こ
ん
ど
私
の
歌
集
を
出
す
に
つ
き
ま
し
て
、
挿
画
を

お
願
ひ
い
た
し
ま
し
て
、
ふ
だ
ん
御
い
そ
が
し
い
処
を
、

ま
こ
と
に
恐
れ
い
り
ま
す
、
私
の
さ
ゝ
や
か
な
歌
集
も

そ
れ
に
よ
り
て
ど
れ
程
か
風
情
を
ゆ
た
か
に
し
得
る
こ

と
と
楽
し
み
に
思
つ
て
を
り
ま
す
、
厚
く
御
礼
を

申
し
あ
げ
ま
す

あ
た
ゝ
か
い
春
雨
の
ふ
る
夜
で
す
、
海
辺
の
し
づ
か
な

町
に
蛙
の
こ
ゑ
を
聞
き
ふ
け
つ
て
を
り
ま
す
、

　
　
　
　

三
月
三
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

純

　
　
　

石
井
鶴
三
様

　

宛
先
は
「
東
京
府
下
、
板
橋
字
中
丸
／
石
井
鶴
三
先
生
」、
差
出
人
は
「
千

葉
県
安
房
郡
保
田
町
／
石
原
純
」、
消
印
の
日
付
は
一
九
二
二
年
四
月
一
日
、

時
間
、
発
信
地
は
読
み
と
れ
な
い
。
な
お
、
右
の
文
面
は
、
東
京
文
房
堂
製
の

原
稿
用
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

鶴
三
の
挿
画
に
「
風
情
」
を
求
め
て
の
依
頼
だ
っ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
内

容
だ
が
、
お
礼
に
つ
づ
く
、
末
尾
二
行
の
近
況
報
告
自
体
も
、
歌
人
ら
し
く
と

い
う
べ
き
か
、
地
方
色
に
彩
ら
れ
た
「
風
情
」
を
添
え
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
出
版
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
す
る
と
、
石
原
純
・
書
誌
サ
イ
ド
か
ら
の
挿
画

依
頼
が
終
わ
り
、
承
引
し
た
鶴
三
が
構
想
・
執
筆
を
し
て
い
た
時
期
の
書
簡
と

い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
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二
通
め
は
、
鶴
三
か
ら
の
挿
画
を
受
け
取
っ
て
後
、『
靉
日
』
刊
行
前
後
の

も
の
で
あ
る
（
画
像
２
参
照
）。

画像 1 ／仮番号：書 3-30 石井鶴三宛石原純書簡（1922.3.31.）

画像 2 ／仮番号：書 3-29 石井鶴三宛石原純書簡（1922.6.1.）
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２
、
石
井
鶴
三
宛
石
原
純
書
簡
（
仮
番
号
［
書
３
─
２
９
］）

い
つ
ぞ
や
は
歌
集
の
挿
画
お
願
ひ
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ

お
も
し
ろ
い
画
を
頂
戴
し
て
う
れ
し
く
思
ひ
ま
す
。

厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す

歌
集
漸
く
で
き
上
り
ま
し
た
の
で
、
ア
ル
ス
か
ら
お
め
に

か
け
る
筈
に
な
つ
て
を
り
ま
す
、
御
暇
の
せ
つ
ご
ら
ん
下

さ
れ
ば
幸
で
す

　
　

六
月
一
日	

石
原
純

　

石
井
鶴
三
様

　

封
筒
表
面
の
宛
先
は
「
東
京
市
外
、
板
橋
字
中
丸
／
石
井
鶴
三
様
」、
差
出

人
は
「
安
房
保
田
町
／
石
原
純
」、
消
印
の
日
付
は
一
九
二
二
年
六
月
一
日
、

時
間
、
発
信
地
は
読
み
と
れ
な
い
。
封
書
裏
面
に
は
、「
三
越
特
製
」
の
朱
印

入
り
。

　

ま
ず
、『
靉
日
』
刊
行
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
。『
靉
日
』
の
奥
付

は
、「
大
正
十
一
年
五
月
十
日
発
行
」
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
す
で
に
引

い
た
『
靉
日
』
の
新
聞
広
告
が
出
た
の
が
六
月
四
日
付
け
朝
刊
、右
の
書
簡
も

六
月
一
日
付
け
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
歌
集
漸
く
で
き
上
り
ま
し
た
」
と
い

う
石
原
本
人
の
言
い
回
し
も
、刊
行
が
当
初
の
予
定
よ
り
遅
れ
た
こ
と
を
示
す

も
の
に
み
え
る
。
以
上
を
総
合
す
る
と
、実
際
の
刊
行
は
六
月
上
旬
だ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
右
の
お
礼
状
兼
送
り
状
は
、『
靉
日
』
刊
行

日
が
具
体
化
し
た
早
い
時
点
で
の
書
状
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
鶴
三
に
よ
る
挿
画
自
体
に
つ
い
て
は
、「
お
も
し
ろ
い
画
」
と
評
し

て
お
り
、
石
原
に
と
っ
て
も
好
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
三
、
『
靉
日
』
の
鶴
三
挿
画

　

最
後
に
、
書
物
と
し
て
の
石
原
純
『
靉
日
』
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
。

　

歌
集
『
靉
日
』
は
、《
ア
ラ
ラ
ギ
時
代
の
総
決（

８
）算

》
と
も
評
さ
れ
、
そ
れ
は

同
時
に
《
こ
れ
を
最
後
に
、
定
型
を
超
え
た
自
由
形
式
の
短
歌
を
提
唱
し
、
新

短
歌
運
動
を
開
始
す（

９
）る

》
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
っ
た
と
い

（
（1
（

う
。

　

さ
て
、『
靉
日
』
は
「
序　

歌
集
に
関
す
る
こ
と
ど
も
」
に
つ
づ
い
て
、
其

一
～
其
四
の
四
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
其
一
と
し
て
、「
信
濃
の
歌
・
続
信

濃
歌
」
と
い
う
題
の
下
、
歌
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。
其
二
は
「
学
究
・
平
日
」、

其
三
は
「
み
ち
の
く
・
よ
そ
ぐ
に
」、
其
四
は
「
欧
亜
行
」
と
い
っ
た
具
合
で

あ
る
。

　

ち
な
み
に
、『
靉
日
』
に
関
わ
っ
た
画
家
は
総
勢
六
名
で
、
挿
画
二
枚
を
描

い
た
鶴
三
の
他
、
挿
画
を
一
枚
描
い
た
平
福
百
穂
（
松
島
）、
森
田
恒
友
（
伊

豆
湯
ヶ
島
に
て
）、
小
杉
未
醒
（
ア
ル
プ
ス
の
山
）、
挿
画
を
二
枚
描
い
た
山
本

鼎
（
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
て
、
霧
の
ラ
ー
ム
ス
）、
そ
れ
か
ら
紅
木
蓮
を
掲
げ
た

装
幀
の
津
田
青
楓
、
で
あ
る
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
の
大
半
は
、
一
九
二
二
年
一
月

に
創
立
さ
れ
、
鶴
三
も
招
か
れ
て
客
員
と
な
っ
た
、
春
陽

（
（1
（

会
（
発
起
人
…
足
立

源
一
郎
、
小
杉
未
醒
、
倉
田
白
羊
、
森
田
恒
友
、
梅
原
龍
三
郎
、
山
本
鼎
）
か

ら
輩
出
さ
れ
て
お
り
、『
靉
日
』
へ
の
鶴
三
起
用
も
、
ア
ル
ス
経
由
の
他
、
春

陽
会
ル
ー
ト
か
ら
の
依
頼
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

鶴
三
挿
画
の
第
一
は
、其
一
「
信
濃
の
歌
」
に
配
置
さ
れ
た
「
八
ヶ
岳
の
裾

野
」（
二
頁
）
で
あ
る
（
画
像
３
参
照
）。

　

鶴
三
挿
画
の
第
二
は
、
其
二
「
学
究
」
に
配
置
さ
れ
た
「
研
究
室
」（
五
六

頁
）
で
あ
る
（
画
像
４
参
照
）。
こ
れ
は
、
物
理
学
者
と
し
て
の
石
原
純
の
肖

像
画
で
あ
り
、
書
物
中
で
唯
一
著
者
を
モ
デ
ル
と
し
た
絵
で
も
あ
る
。
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し
て
み
れ
ば
、『
靉
日
』
と
は
、
歌
人
・
石
原
純
の
第
一
歌
集
で
あ
る
ば
か

り
で
な
く
、
こ
の
時
期
、
春
陽
会
を
た
ち
あ
げ
た
芸
術
家
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
な

が
ら
上
梓
さ
れ
た
、
い
わ
ば
、
高ハ

イ
・
ア
ー
ト

級
芸
術
を
目
指
し
た
書
物
だ
っ
た
と
い
え
そ

う
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
う
し
た
書
物
づ
く
り
に
、
石
原
純
自
ら
が
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
が
、
本
稿
で
紹
介
し
た
鶴
三
へ
の
依
頼
状
・
お
礼
状
か
ら
明
ら
か
に

も
な
っ
た
。

　

こ
れ
を
、
石
原
純
側
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
自
ら
企
図
し
て
い
た
よ
う
に
、
言0

葉0

か
ら
な
る
歌
集
に
、
積
極
的
に
絵0

を
取
り
入
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
書
物

総
体
の
芸
術
的
感
興
を
高
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
、と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。

　

逆
に
鶴
三
側
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
挿
絵
や
挿
画
、
装
丁
等
々
、
仕
事
の
幅
を

広
げ
る
中
で
の
歌
人
と
の
協コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ヨ
ン

働
作
品
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
春
陽
会
メ
ン

バ
ー
と
の
競
演
‐
協コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ヨ
ン

働
作
品
と
も
な
っ
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
、心
地
よ
い
緊

張
感
の
あ
る
仕
事
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ら
に
、
石
原
純
の
学
者
と
し

て
の
相
貌
を
挿
画
と
し
て
描
い
た
こ
と
も
、大
き
な
意
味
を
も
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
と
い
う
の
も
、
学
者
‐
石
原
純
の
肖
像
は
、
お
そ
ら
く
芸
術
家
‐
石
井

鶴
三
の
肖
像
で
も
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。

　

ど
う
い
う
こ
と
か
。

　

実
作
ば
か
り
で
な
く
、
エ
ッ
セ
イ
・
評
論
も
多
く
書
い
た
鶴
三
は
、
芸
術
に

真
摯
に
打
ち
こ
む
芸
術
家
と
し
て
の
信
念
を
繰
り
返
し
言
明
し
、
実
際
、
そ

の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
も
い
っ
た
芸
術
家
で
あ

（
（1
（

る
。
そ
の
際
、
真
摯
な
芸
術

（
家
）
の
根
拠
は
、（
ル
ー
プ
を
描
く
よ
う
に
し
て
）
芸
術
に
真
摯
に
打
ち
こ
む

自
己
（
芸
術
的
‐
学
術
的
‐
人
格
的
向
上
を
目
指
す
自
己
）
の
他
で
は
な
く
、

そ
の
意
味
で
、
自
画
像
と
は
そ
の
ル
ー
プ
自
体
の
表
象
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
こ

の
表
象
は
当
の
ル
ー
プ
自
体
の
加
速
装
置
と
も
な
り
得
る
。

　

も
と
よ
り
、『
靉
日
』
に
際
し
て
鶴
三
が
描
い
た
の
は
、
学
者
‐
石
原
純
に

画像 4 ／研究室 画像 3 ／八ヶ岳の裾野
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は
違
い
な
い
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
、
学
者
肌
と
も
い
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
芸
術

へ
の
精
進
を
実
践
し
て
い
た
鶴
三
の
理
想
の
自
己
像
が
重
ね
ら
れ
て
も
い
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、「
研
究
室
」
に
も
反
射

0

0

し
、
石
原
純

に
も
真
摯
な
学
究
の
徒
と
し
て
の
表
象
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
く
。

　

し
て
み
れ
ば
、『
靉
日
』
上
に
お
け
る
挿
画
二
枚
と
い
う
か
た
ち
で
関
わ
っ

た
石
井
鶴
三
と
石
原
純
と
は
、歌
と
絵
を
も
ち
よ
る
と
い
う
表
面
的
な
関
係
以

上
の
相
互
触
発
‐
相
乗
効
果
を
、水
面
下
に
お
い
て
果
た
し
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
て
な
ら
な
い
。「
お
も
し
ろ
い
画
」
と
い
う
石
原
純
の
言
葉
に
、
そ
こ
ま

で
の
含
意
を
読
み
と
る
の
は
、
深
読
み
に
す
ぎ
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
注

⑴		

本
稿
と
重
な
る
時
期
に
関
し
て
、
荒
井
真
理
亜
「
上
司
小
剣
「
東
京
」〈
愛
欲
篇
〉
の

新
聞
連
載
の
事
情
─
─
信
州
大
学
所
蔵
石
井
鶴
三
関
連
資
料
か
ら
」（『
信
州
大
学
附
属
図

書
館
研
究
』
二
〇
一
三
・
一
）、
同
「
上
司
小
剣
『
東
京 

第
一
部 
愛
欲
篇
』
の
制
作
状
況

─
─
信
州
大
学
所
蔵
石
井
鶴
三
関
連
資
料
か
ら
」（
同
前
、
二
〇
一
四
・
一
）、
同
「
上
司

小
剣
『
東
京 

第
二
部 

労
働
篇
』
の
出
版
と
そ
の
後
─
─
信
州
大
学
所
蔵
石
井
鶴
三
関
連

資
料
か
ら
」（
同
前
、
二
〇
一
五
・
一
）、
拙
論
「
大
正
末
に
お
け
る
石
井
鶴
三
と
中
里
介

山
の
関
わ
り
─
─
雑
誌
『
婦
人
之
友
』
と
「
小
野
の
小
町
」
挿
絵
を
め
ぐ
っ
て
」（『
信
州

大
学
附
属
図
書
館
研
究
』
二
〇
一
三
・
一
）
他
参
照
。

⑵		

一
九
二
二
年
、
鶴
三
は
弘
田
龍
太
郎
作
曲
・
北
原
白
秋
詩
『
童
謡
楽
譜　

ほ
う
ほ
う

蛍
』（
ア
ル
ス
、
一
九
二
二
）
の
装
丁
を
手
が
け
、
挿
画
二
三
点
を
描
い
て
も
い
た
。『
靉

日
』
と
同
一
の
版
元
で
あ
り
、
こ
れ
が
『
靉
日
』
で
の
仕
事
に
繋
が
っ
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。
な
お
、
カ
ッ
ト
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
多
田
蔵
人
「「
挿
画
々
家
」
と

中
央
公
論
社
─
─
石
井
鶴
三
宛
嶋
中
雄
作
書
簡
か
ら
」（『
信
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
』

二
〇
一
三
・
一
）
参
照
。

⑶		

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
編
『
詩
歌
人
名
事
典　

新
訂
第
二
版
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、

二
〇
〇
二
）、
六
四
～
六
五
頁
。

⑷		

石
川
美
南
「
石
原
純　

若
手
歌
人
に
よ
る
近
代
短
歌
研
究
（
終
）」（『
短
歌
』

二
〇
一
三
・
一
〇
）、
二
〇
七
頁
。

⑸		

西
尾
成
子
『
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
先
駆
者　

評
伝
石
原
純
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
一
）、
一
〇
三
頁
。

⑹		

石
原
純
『
靉
日
』（
ア
ル
ス
、
一
九
二
二
）、
五
～
六
頁
。

⑺		

注
⑹
に
同
じ
、
九
～
一
〇
頁

⑻		

注
⑷
に
同
じ
、
二
〇
六
頁
。
な
お
、
併
せ
て
、
矢
島
祐
利
「『
ア
ラ
ラ
ギ
』
時
代
の
石
原

純
」（『
も
も
ん
が
』
一
九
八
二
・
七
）
参
照
。

⑼		

注
⑸
に
同
じ
、
一
八
九
頁
。
な
お
、
併
せ
て
、
紅
野
謙
介
「
石
原
純
と
は
誰
だ
っ
た
の

か
─
─
パ
ネ
ル
発
表
の
報
告
と
課
題
─
─
」（『
日
本
近
代
文
学
』
二
〇
〇
九
・
五
）
参
照
。

⑽		

注
⑷
で
石
川
は
、《
石
原
純
は
な
ぜ
新
短
歌
へ
と
移
行
し
た
の
か
。
要
因
は
幾
つ
か
あ

る
。
文
語
定
型
の
歌
の
み
を
収
め
た
『
靉
日
』
も
、
句
読
点
や
多
行
書
き
を
採
用
し
て
い

た
り
、
一
首
一
首
の
独
立
性
が
曖
昧
な
大
連
作
が
あ
っ
た
り
と
、
自
由
な
形
式
を
求
め
る

気
配
は
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
は
、
反
ア
ラ
ラ
ギ
、
口
語
（
か
つ
／
ま
た
は
）
自
由
律
の

気
運
が
高
ま
っ
て
い
く
時
代
で
も
あ
っ
た
。》（
二
〇
七
頁
）
と
論
じ
て
い
る
。

⑾		

鶴
三
と
春
陽
会
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
髙
野
奈
保
「
赤
い
鳥
社
主
催
「
自
由
画
大
展
覧

会
」
と
鈴
木
三
重
吉
─
─
石
井
鶴
三
宛
三
重
吉
書
簡
か
ら
見
え
る
も
の
」（『
信
州
大
学
附

属
図
書
館
研
究
』
二
○
一
五
・
一
）
も
併
せ
て
参
照
。

⑿		

拙
論
「
石
井
鶴
三
宛
書
簡
の
整
理
を
は
じ
め
て
─
─
挿
絵
（
画
家
）
か
ら
近
代
文
学
・

出
版
（
研
究
）
を
考
え
直
す
た
め
に
」（『
信
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
』
二
〇
一
二
・
三
）、

同
「
挿
絵
画
家
・
石
井
鶴
三
と
そ
の
評
価
」（
信
州
大
学
附
属
図
書
館
編
『「
時
代
小
説
作

家
と
挿
絵
画
家
・
石
井
鶴
三
」
展
・
資
料
集
』
信
州
大
学
附
属
図
書
館
、
二
〇
一
二
）
参

照
。

※
石
井
鶴
三
宛
書
簡
等
に
付
し
た
仮
番
号
は
、「
石
井
鶴
三
関
連
資
料
」
の
整
理
・
保
存
用

に
、
信
州
大
学
附
属
図
書
館
が
付
与
し
た
も
の
で
あ
る
。
翻
刻
に
際
し
て
は
、
漢
字
は
現
行

の
字
体
に
改
め
、
改
行
は
原
文
に
従
っ
た
。

※
本
研
究
はJSPS
科
研
費16K02420

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。


